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地盤工学会千曲川流域調査団

中間報告

長岡技術科学大学

大塚 悟
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調査団の構成

ｰ 大塚悟（長岡技術科学大学，千曲川堤防調査委員会）

ｰ 前田健一（名古屋工業大学）

ｰ 小高猛司（名城大学）

ｰ 杉井俊夫（中部大学） 中部支部

ｰ 吉川高広（名古屋大学）

ｰ 土本浩二（(株)ダイヤコンサルタント）

ｰ 肥後陽介（京都大学） 関西支部

ｰ 高原利幸（金沢工業大学）

ｰ 竜田尚希（富山大学）

ｰ 福元 豊（長岡技術科学大学）

ｰ 新保泰輝（石川工業高等専門学校） 北陸支部

ｰ 佐藤豊（(株)キタック）

ｰ 村尾秀彦（(株)村尾地研）

ｰ 安田浩保（新潟大学，千曲川堤防調査委員会） 土木学会
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調査団の活動

 調査の実施

ｰ 各機関・個人の調査

ｰ 調査団の合同調査

ｰ 11月6日（水）

ｰ 千曲川58K左岸（穂保地区）および右岸（相之島地区）

ｰ 千曲川104K左岸（諏訪形地区）

ｰ 千曲川河川事務所での意見交換
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中間報告の概要

 千曲川堤防調査委員会の資料（北陸地方整備局，公開資料）を基に
報告する．

 報告内容

ｰ 千曲川・信濃川全域の被害（大塚）

ｰ 千曲川58K左岸（穂保地区）の堤防破堤（大塚）

ｰ 千曲川104K左岸（諏訪形地区）の堤防欠損（大塚）

ｰ 堤防被害とその要因となった河川流況（58・104K）（安田）
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流域及び河川の概要

千曲川流域の年間降水量等雨量線図

信濃川水系流域図 No.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of TechnologyNo.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of Technology6

糸魚川－静岡構造線

柏崎－千葉構造線 新発田－小出構造線

赤
石
山
脈

千曲川の地形と地質
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河道特性（河床勾配、川幅縦断、河道状況）

戸狩狭窄部～長野盆地

上田盆地

立ヶ花地区狭窄部
千曲川の縦断勾配

千曲川の川幅
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気象概要（降水量）

総降水量分布図（10月10日～13日） 観測所位置図
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千曲川の河川水位
　　観測所名
　　(地先名）

 区分

　 いくた

  生田
 (上田市

     生田）

 くいせけ

 杭瀬下
 (千曲市

   杭瀬下）

 たてがはな

 立ヶ花
 (中野市

   立ヶ花）

 いねこき

 稲刻ダム
 (松本市

   安曇島々）

 くまくら

  熊倉
 (安曇野市

  豊科熊倉）

 りくごう

  陸郷
(安曇野市

 明科南陸郷）

  こいち

  小市
（長野市

   川中島）

最高水位
毎正時

（10分）

5.80m
(5.87m)

6.39m
(6.40m)

12.44m
(12.46m)

111m3/s
(111m3/s)

3.99m
(4.07m)

4.09m
(4.19m)

0.03m
(0.03m)

計画高水位 5.75m 5.42m 10.75m 1,800m3/s 7.15m 7.47m 5.03m

氾濫危険
水位

5.00m 5.00m 9.60m 780m3/s 6.00m 4.80m 1.80m

避難判断
水位

4.50m 4.60m 9.10m 690m3/s 5.80m 4.50m 1.50m

氾濫注意
水位

1.90m 1.60m 5.00m 300m3/s 4.00m 3.30m 0.00m

水防団待機
水位

0.80m 0.70m 3.00m 220m3/s 3.50m 2.50m -0.50m

生田

立ヶ花

杭瀬下

小市

陸郷

熊倉

稲核ダム

計画高水位超過
12日20時～21時

ピーク水位 12日21時
5.80m生 田 杭瀬下

ピーク水位 12日22時
6.39m

計画高水位超過
12日19時～13日1時

計画高水位超過
13日1時～7時

ピーク水位13日4時
12.44m

立ヶ花

立ヶ花、杭瀬下、生田で観測記録1位を記録
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信濃川の河川水位

長岡市内の様子 大河津分水路の様子

大河津観測所の河川水位小千谷観測所の河川水位

小千谷観測所、大河津観測所で観測記録1位を記録
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千曲川の被災状況（上流側）

（12月4日時点）

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

：決壊
：堤防欠損

：堤防漏水

：川裏法崩

：護岸欠損

凡例：被災区
分

：根固工流失

：越水・溢水

直
轄
管
理
区
間

護岸欠損

護岸欠損川裏法崩れ 護岸欠損

護岸欠損

護岸欠損

漏 水

左岸 78.25k付近

左岸 79.5k付近 左岸 89.5k付近 左岸 91.0k付近

左岸 102.5k付近

右岸 105.75k付近右岸 98.0k付近

右岸 77.75k付近 右岸 87.0k付近
護岸欠損

根固工流失・沈下

左岸 104.0k付近

堤体漏水
左岸 82.0k付近

護岸欠損
右岸 88.25k付近

護岸欠損
左岸 92.0k付近

護岸欠損
右岸 96.25k付近

堤防欠損
左岸 104.0k付近

護岸欠
損

川裏法崩れ

護岸欠損

左岸 95.0k付近
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千曲川の被災状況（下流側）
※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

直
轄
管
理
区
間

川裏法崩れ 川裏法崩れ

川裏法崩れ

川裏法崩れ

左岸 57.3k～57.75k付近

右岸 48.5k付近 右岸 56.5k付近

左岸 57.75k付近

護岸欠損

：決壊

：堤防欠損

：堤防漏水

：川裏法崩

：護岸欠損

凡例：被災区分

：根固工流失

：越水・溢水

堤防決壊
左岸 57.5k付近

（12月4日時点）
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千曲川58K（穂保地区）の浸水範囲

0 200 400 600 800 1000

堤防決壊地点

人
的
被
害

（

人

）

死者 5

行方不明者 0

負
傷
者

重傷 7

軽傷 130

計 142

住
家
被
害

（

世
帯

）

全壊 863

半壊 2,002

一部損壊 2,522

上記
以外

床上浸水 565

床下浸水 2,220

計 8,172

長野県の被害状況：長野県災害対策
本部（11月11日10:00現在）

浸水範囲 約9.5㎢（10月13日10時）

比較地点
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千曲川58K（穂保地区）の治水地形分類図

犀 川 →

決壊地点

旧流路

氾濫平野 微高地

拡大

決壊地点

旧流路

旧堤防跡
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千曲川58K左岸（穂保地区）の堤防被害

⑥護岸欠損 11 月2日 9 :20撮影

越水区間 約1.5㎞

←千曲川

堤防決壊

②決壊地点下流側の裏法崩れ
10月20日 16:00撮影

①決壊地点下流側の裏法崩れ
10月13日 14:00撮影

③決壊地点上流の裏法崩れ
10 月 13日 14 :50撮影

④決壊地点上流の裏法崩れ
10 月31日 15 :40撮影

桜づつみ

裏法崩れ裏法崩
れ

裏法崩
れ

護岸欠
損

凡 例

堤防決壊

裏法崩れ

護岸欠損

⑤裏法崩れ 10 月 13日 9 :50撮

影

裏法崩
れ

裏法崩
れ

桜づつみ（70m）

被災箇所周辺では漏水等による噴砂等の状況は確認されていない

No.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of TechnologyNo.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of Technology16

穂保地区の越流状況

①2019.10.13 1:00 越水開始直後

⑨カメラ倒壊

②2019.10.13 1:10 ③2019.10.13 1:20 ④2019.10.13 1:40

⑤2019.10.13 1:50 ⑥2019.10.13 2:00 ⑦2019.10.13 2:10 ⑧2019.10.13 2:15

⑩2019.10.13. 13.10頃（UAV写真）

堤体内の光ケーブルの破損は4時頃
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穂保地区の河川水位

②

吸出防止材 t=10mm

堤防天端高338.2m

計画高水位336.6m
13日0:30頃

12日22：40頃

危機管理型水位計
（L57.4k）水位

左岸堤防天端高

計画高水位

ピーク水位339.0m
13日2：40

←千曲川 凡 例

As舗装

決壊箇所

川裏法崩れ

洪水痕跡調査位置

②
①

③
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堤防の平面および断面図（穂保地区）

堤防横断図（下流側、決壊箇所、上流側）

決壊時想定地盤線吸出防止材（縁切材）

約
5m

7m

7m

約
5m

7m

約
6m

吸出防止材（縁切材）

←千曲川
凡 例

As舗装
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

決壊箇所

川裏法崩れ

下流側から決壊地点を望む（2013撮影)

Ｂ － Ｂ

Ｃ － Ｃ

Ａ － Ａ

測量時空撮・仮堤防完成時
（2019.10.18撮影）

堤内地 堤外地 凡 例

Ｈ25測量

R1.10.18測量
※仮堤防完成後

平面図
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穂保地区の堤防被害状況
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堤防決壊範囲

Bc

Bs1

Bs2

1-P3

NO.1(H17.5)

NO.3(H18.2)
NO.2(H18.2)

S.1(H18.2)

S.2(H18.2)

柱状図では砂礫と評価

Bｇ

穂保地区の堤防および基礎地盤の土質
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穂保地区の堤防追加調査（於：復旧工事）

NO.2

NO.1

NO.3

S1

S2

決壊範囲

川表S4
川表S2

川裏S1
川裏S3

下
流
ス
ケ
ッ
チ

試
料
採
取

上
流
ス
ケ
ッ
チ

試
料
採
取

川裏S5川裏S7

川表S8 川表S6

上
流
ボ
ー
リ
ン
グ

下
流
ボ
ー
リ
ン
グ

NO.5

NO.4

NO.6NO.7

NO.8

NO.9

NO.10

試料採取(2019.11.1)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
(2019.10.25)

試料採取(仮堤防撤去後)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
(仮堤防撤去後)

Ｈ17調査

Ｈ18調査

ボーリング(早急に実施)
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千曲川58K右岸（相之島地区）の堤防被害

小段

堤内 坂路付近の天端が
少し凹んでいる

坂路付近で堤体表面
がはがれている

植生の倒れている向き

フェンスの倒れている向き

堤外 堤内

 坂路付近の堤体表面が流されている

右岸側法面上部の様子
天端上流側から撮影

堤内上流側から撮影

右岸側法面下部の様子

 フェンスが堤体側に倒れている→先に支川側から越流した？

上流側

下流側

前田委員（名工大）の報告
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穂保地区の堤防復旧方針

法肩部をブロック等で保護
することにより、越水した
場合には崩壊の進行を遅ら

せる

法覆護岸

高い水位が長時間継続する千曲
川の洪水特性や新堤築造後の安
定性を考慮し、川表側に法覆護

岸を施工する

法肩保護工

法尻補強工
基礎地盤処理

 堤防決壊地点は、落掘等による不陸
や軟弱土の堆積による不等沈下等が
懸念されることから、不良土をはぎ
取り、良質土による置換盛土を行う

 その他、施工時に再調査を行い、玉
砂利等の不要物を除去する

桜づつみ盛土

縁切材

※天端舗装工は、道路等の関係者と調整しながら決定する。
施工にあたっては、環境面に配慮し覆土等も検討する。

詳細な構造等については、現地調査等を行ったうえで詳細設計を実施し精査する必要がある。

天端舗装工

アスファルトで舗装
し、雨水の浸透を抑

制する

裏法尻をブロック等で補強
し、越水した場合には、深

掘れの進行を遅らせる

H.W.L

危機管理型ハード対策（決壊までの時間を引き延ばす）の実施
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千曲川104K左岸（諏訪形地区）の堤防被害

上田橋

被災箇所周辺では延長約300ｍにわたり欠損し，千曲川橋梁（上田電鉄）左岸側橋台が被災
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諏訪形地区の堤防被害と河川水位

①2019.10.13 6:25

⑨2019.10.13 7:40

②2019.10.13 6:30 ③2019.10.13 6:40 ④2019.10.13 7:00

⑤2019.10.13 7:10 ⑥2019.10.13 7:20 ⑦2019.10.13 7:30 ⑧2019.10.13 7:35

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
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2019/10/12 2019/10/13

水
位
(m

) 13日 6:30 CCTVカメラで堤防欠損を確認

H.W.L

10月12日 20:50
ピーク水位 5.87m
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諏訪形地区の堤防被害（堤防欠損）

千曲川橋梁
千曲川橋梁
左岸橋台

▽水面
凡 例

R1.10.23測量

H29測量

スタッフ計測を踏まえた
想定河床R1.10.31測量

▽水面

凡 例

R1.10.23測量

H25測量

スタッフ計測を踏まえた
想定河床R1.10.31測量

No.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of TechnologyNo.     Environment  and  Disaster Prevention  Lab.  Nagaoka University of Technology27

上田橋下流(10月31日撮影）

T.P. 437.7m

L103.5k
T.P. 437.1m

T.P. 437.0m

上田橋上流(10月31日撮影）

暗灰色
qu=0.313(MN/㎡)

=313(kN/㎡)

褐色
qu=2.61(MN/㎡)

=2610(kN/㎡) 

kN/m2 N値

亀裂の少ない均一な硬岩 9810以上 -

亀裂の多い硬岩 9810以上 -

軟岩、土丹 981以上 -

密なもの
-

-

密でないもの
-

-

密なもの
-

30～50

中位なもの
-

15～30

非常に堅いもの 196～392 15～30

堅いもの 98.1～196 8～15

中位なもの 49～98.1 4～8

備考
基礎地盤の種類

岩
盤

粘
性
土
地

盤

砂
質

地
層

礫
層

暗灰色

褐 色

「河川砂防技術基準(案)設計編」

諏訪形地区の堤防基礎地盤
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諏訪形地区の堤防被害

出水により木工沈床
が流失

① ③

欠損箇所

空石張護岸
(天端まで設置) 木工沈床

凡 例

練張護岸

空石張護岸
（第一期改修）

4
.
5
7
m

②

木工沈床端部
(護岸基礎高）

出水後、空石張護岸の
損傷はみられない
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H.W.L

 今次出水で被災を受けなかった周辺護岸の構造
を踏まえ「4ｔブロック」を採用する。

 洪水時の洗掘に対して基礎工を保護するために、
千曲川の実績を踏まえ根固工敷設幅を設定する。

根固工

法覆護岸

今次出水で被災を受けなかった周
辺護岸の構造を踏まえ「練石張・

ブロック張等」を採用する。

基礎工

被災時の河床高を含む経年的な河床変
動データによる評価高、上下流の整備

済護岸基礎高等から設定

標準部

根固減勢部 根固減勢部

堤脚護岸部での洪水エネルギーの減
勢を目的として、一定間隔で根固減

勢部を設置する。

【 横 断 模 式 図 】

※詳細な構造等については、現地調査等を行ったうえで詳細設計を実施し精査する必要がある。

諏訪形地区の堤防復旧方針


